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NY マーケットレポート（2018 年 4 月 13 日） 
 

 
出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY市場レポート 
 

≪ NY市場概況 ≫ 

 

NY 市場では、トランプ政権が貿易問題を巡り融和的な姿勢を示したことに加え、米国によるシリアへの軍事攻撃の懸念が緩和

したことから、序盤は比較的安全な通貨とされる円の売りが先行した。その後は、米経済指標が冴えない結果となったことや、

米国債利回りが低下したことを受けて、ドル円・クロス円は上値の重い動きとなった。また、シリア情勢に対する警戒感が再び

広がったことから、終盤にかけて再び円が買い戻された。 

 

 

主要な米経済指標結果 

 

4 月ミシガン大学消費者信頼感指数 97.8（予想 100.3・前回 101.4） 

 

4月の米ミシガン大学消費者信頼感指数の速報値は 97.8となり、3月の確報値から 3.6ポイント低下した。現状指数は 115.0と

3月確報値から 6.2ポイント低下、先行指数は 86.8と 3月確報値から 2.0ポイント低下となった。また、1年後のインフレ期待

は 2.7％で 3月確報値から 0.1ポイント低下した。 

 

 

 

 

2 月米 JOLT求人件数 605.2万件（予想 600.0万件・前回 631.2万件⇒622.8万件） 

 

2月の米求人件数は、前月比-17.6万件となり、過去最高付近だった前月から減少した。解雇者は 164.7万人（前月 523.6万人）

と 2016年 10月以来の低水準、民間で雇用された労働者は 516.1万人（前月 523.6万人）に減少。また、自発的離職者は 321万

人（前月 319.1万人）と増加、離職率は 2.2％で変わらずとなった。地域別では、中西部と西部で減少、北東部と南部はほぼ変

わらず。2 月までの 1 年間に新規に雇用された労働者は 6560 万人、自発的離職者と解雇者の合計であるセパレーションは 6330

万人で、差し引き 230万人の雇用純増となった。 
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米要人発言 

 

ブラード・セントルイス連銀総裁 

 

・積極的な利上げ、利回りの長短逆転につながる可能性 

 

 

ローゼングレ・ボストン連銀総裁～講演草稿 

 

・自らの雇用・インフレ予想、FOMC中央値上回る 

・過度の失業率低下、バブルとその崩壊を招くリスク 

・今年末までに失業率は 3.7％に低下すると予想 

・FOMC中央値上回る利上げが年内に必要な可能性 

・通商措置による影響波及はあり得る 

 

 

米財務省為替報告 

 

・為替操作国の認定なし、インドを監視対象に追加 

・日本と中国、スイス、韓国、ドイツを引き続き監視 

・円の介入、例外的なケースに限定するべきだ 

・中国の貿易不均衡に「強い懸念」表明 
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米企業決算やロシアの対米措置検討の報道が影響 

 

米株式市場は、米金融大手が発表した 2018 年 1-3 月期決算が好業績となったが、市場予想を下回ったことが影響し、主要株価

は軟調な動きとなった。また、ロシア議会が、米国の制裁に対する報復措置を検討していると報道されたことも影響し、主要株

価は下げ幅を拡大した。ダウ平均株価は、序盤上昇して始まったものの、その後は軟調な動きとなり、一時前日比 239ドル安ま

で下落した。その後は下げ幅を縮小し、結局 122ドル安で終了した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 
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シリア情勢や株価下落を受け、再び警戒感広がる 

 

トランプ米政権が貿易問題を巡り融和的な姿勢を示したことに加え、米国によるシリアへの軍事攻撃の懸念が緩和したことから、

序盤は比較的安全な通貨とされる円の売りが先行した。その後は、ミシガン大学消費者信頼感指数が冴えない結果となったこと

や、米国債利回りが低下したことから、ドルは上値の重い動きとなった。また、シリア情勢に対する警戒感が再び広がったこと

や、株価が終盤に下げ幅を拡大したことが影響し、円が買い戻され、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


